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２
月
は
生
活
排
水
対
策

推
進
月
間

　　

大
阪
府
で
は

２
月
を
「
生
活

排
水
対
策
推
進

月
間
」
と
し
、
家
庭
か
ら
の
生

活
排
水
を
で
き
る
だ
け
汚
さ
ず

流
す
工
夫
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

心
が
け
て
ほ
し
い
こ
と

・
食
器
や
鍋
の
汚
れ
は
、
紙
や

ヘ
ラ
で
取
っ
て
か
ら
洗
う
。

・
味
噌
汁
、
飲
み
物
な
ど
は
必

要
な
分
だ
け
つ
く
り
、
残
り
物

を
排
水
口
に
流
さ
な
い
。

・
油
は
使
い
切
る
工
夫
を
し
、

捨
て
る
場
合
は
流
し
に
流
さ
ず

新
聞
紙
に
吸
い
込
ま
せ
る
、
固

形
化
す
る
。

・
石
け
ん
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン

プ
ー
な
ど
は
適
量
を
使
う
。

◆
生
活
排
水
を
下
水
道
と
合
併

処
理
浄
化
槽
に
よ
る
適
切
な
処

理
へ

　

浄
化
槽
は
、
適
切
な
維
持
管

理
が
必
要
で
す
。
法
で
定
め
ら

れ
た
、
保
守
点
検
や
清
掃
の
実

施
・
定
期
検
査
を
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

環
境
衛
生
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１
８

６
、
浄
化
槽
の
定
期
検
査
な
ど

に
つ
い
て
は
、(

一
社)

大
阪
府

環
境
水
質
指
導
協
会
☎
０
７

２
・
２
５
７
・
３
５
３
１
、
ID

７
０
３
８

２
月
は
ネ
ズ
ミ
駆
除
月
間

　　

ネ
ズ
ミ
は
食
中
毒
や
伝
染
病

の
媒
介
、
農
作
物
・
家
具
な
ど

に
被
害
を
与
え
る
有
害
な
動
物

で
す
。

◎
駆
除
方
法
の
例

・
餌
や
巣
の
材
料

に
な
る
物
を
置
か

な
い

・
巣
を
除
去
す
る

・
通
路
を
ふ
さ
ぐ

・
生
け
捕
り
カ
ゴ
、
粘
着
シ
ー

ト
な
ど
で
捕
獲
す
る

・
ネ
ズ
ミ
駆
除
剤
な
ど
を
使
う

問
合
せ
先　

廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０

９宅
配
便
で
パ
ソ
コ
ン
や

小
型
家
電
を
回
収

　　

市
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

ク
ル(

株)

で
は
宅
配
便
に
よ
る

パ
ソ
コ
ン
・
小
型
家
電
を
回
収

し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ズ(

１
箱) 　

縦
・
横
・
高

さ
３
辺
の
合
計
が
１
４
０
㎝
以

内
で
重
さ
20
㎏
以
内

費
用　

１
７
６
０
円(

税
込)

※
パ
ソ
コ
ン
本
体
が
含
ま
れ
て

い
る
場
合
は
無
料
。

※
４
月
に
価
格
改
定
あ
り
。

申
込
方
法　

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
リ
サ
イ
ク
ル(

株)

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話(

０
５
７

０
・
０
８
５
・
８
０
０)

で

問
合
せ
先　

廃
棄
物
対
策
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
０

９
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3,883

893

427

317

232

5,752

件数

急　病

一般負傷

交通事故

転院搬送

その他

合　計

内　容

救急出場件数
(事故種別)

44

11

1

1

40

97

建物など

交通事故

機械事故

ガス・酸欠事故

その他

合　計

内　容

救助出動件数
(事故種別)

件数

令
和
６
年
中
の
火
災
・
救

急
・
救
助
概
況

◎
火
災
概
況

　

火
災
件
数
は
21
件
で
昨
年
よ

り
５
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
種

別
ご
と
の
火
災
件
数
は
、
建
物

火
災
18
件
、
車
両
火
災
２
件
、

そ
の
他
火
災
１
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
１
人

で
し
た
。

◎
救
急
概
況

　

救
急
出
場
件
数
は
５
７
５
２

件
で
、
搬
送
人
員
は
５
２
１
７

人
で
す
。
昨
年
と
比
べ
て
、
出

場
件
数
は
95
件
増
加
し
、
搬
送

人
員
は
71
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
１
日
平
均
で
約
16
件

救
急
隊
が
出
場
し
た
事
に
な
り

ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た

ら
、
ま
ず
「
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
お
お
さ
か
」
＃
７
１
１
９

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
救
助
概
況

　

救
助
出
動
件
数
は
97
件
で
、

52
人
を
救
助
し
ま
し
た
。
昨
年

と
比
較
し
て
出
動
件
数
は
10
件

増
加
し
、
救
助
人
員
は
５
人
減

少
し
ま
し
た
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動

　

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
悲

惨
な
死
傷
事
故
や
貴
重
な
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、
３
月
１

日
～
７
日
の
期
間
「
守
り
た
い

　
未
来
が
あ
る
か
ら
　
火
の
用

心
」
を
統
一
標
語
に
、
全
国
一

斉
に
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◆
街
頭
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時　

３
月
８
日(

土)

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

コ
ー
プ
貝
塚
店

　

防
火
図
画
入
賞
者

　　

貝
塚
市
火
災
予
防
協
会
は
、

昨
年
の
秋
に
募
集
し
た
防
火
図

画(

１
２
１
５
点)

の
中
か
ら
、

入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

(

敬
称
略
・
順
不
同)

小
・
中
学
校
の
部

【
特
別
賞
】
花
田
遼
亮(

津
田

小)

・
藤
井
勇
輝(

中
央
小)

・

北
田
彩(

永
寿
小)

・
樫
本
亜
美

(

二
中)

・
竹
口
獅
悠(

二
中)

【
特
選
】
今
井
嘉
人(

東
小)

・

前
田
香
凛(

西
小)

・
竹
中
汰
樹

(

西
小)

・
福
塚
健
大(

南
小)

・

中
島
紅
葉(

南
小)

・
北
あ
か
り

(

北
小)

・
久
保
瑛
慎(

木
島

小)

・　

田
千
遥(

木
島
小)

・

井
本
惺
大(

葛
城
小)

・
櫻
野
楓

果(
東
山
小)

・
本
田
る
あ(

二

中)
・
宮
下
真
奈(

二
中)

・
東

隆
盛(
四
中)

・
松
谷
実
穂(

四

中)

・
沼
田
瑞
生(

二
色
学
園)

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
部

【
特
別
賞
】
鈴
木
蓮
凰(

中
央

幼
稚
園)

【
特
選
】　

詠
斗(

カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園)

・
鶴
野
旭(

木
島
幼

稚
園)

・
藪
内
杏(

こ
ぎ
幼
稚

園)

・
大
谷
漸(

二
色
幼
稚
園)

　

防
火
図
画
列
車
の
運
行

　　

水
間
鉄
道
の
列
車
内
に
、
防

火
図
画
の
入
賞
作
品
25
点
を
展

示
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
列
車
は
、
点
検

な
ど
の
た
め
運
行
し
な
い
日
も

あ
り
ま
す
。
運
行
状
況
は
、
水

間
観
音
駅(

☎
０
７
２
・
４
４

７
・
０
４
６
５)

へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月
１
日(

土)

～
16
日

(

日)

問
合
せ
先　

消
防
本
部
☎
０

７
２
・
４
２
２
・
０
１
１
９

火災内訳(原因別)

８

３

１

１

４

４

21

件数

電気関係

こんろ

ストーブ

たばこ

その他

不　明

合　計

内　容

環 

境

消 

防

警
察

水 
道

水
道
料
金
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
に
す
る
と
支
払
い

に
行
く
手
間
が
省
け
、
支
払
い

忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

振
替
は
２
カ
月
に
１
度
で
、

検
針
月
の
翌
月
22
日(

休
業
日

の
場
合
は
翌
営
業
日)

で
す
。

申
込
方
法　

「
水
道
使
用
量
等

の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
水
道

料
金
納
入
通
知
書
」
・
預
貯
金

通
帳
・
届
出
印
を
持
参
の
上
、

納
入
通
知
書
記
載
の
金
融
機
関

窓
口
へ

問
合
せ
先　

上
下
水
道
営
業
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
１
４

０
／
７
１
４
１

２
月
１
日
～
３
月
18
日
は

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に

利
用
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

に
あ
わ
な
い
た
め
に
き
ち
ん
と

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
基
本
対
策
の
３
カ
条

◎
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
た
ア
ド

レ
ス
は
タ
ッ
プ
し
な
い
。

◎
ネ
ッ
ト
で
、
安
易
に
個
人
情

報
を
入
力
し
な
い
。

◎
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い

回
さ
な
い
。

　

詳
し
く
は
、
大
阪
府
警
察

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
サ
イ
バ
ー
犯

罪
対
策
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

貝
塚
警
察
署

☎
０
７
２
・
４
３
１
・
１
２
３

４

　文化財の保存と活用に関する基本理念や取組
みを定めた「貝塚市文化財保存活用地域計画」
を作成し、昨年12月に文化庁の認定を受けまし
た。
　これを記念し、計画を広く市民の皆様に知っ
ていただき、文化財の保存と活用の機運を盛り
上げるためのシンポジウムを開催します。

日時　２月24日(月)午後２時(１時30分開場)
場所　市民福祉センター６階多目的ホール
講師　久隆浩様(近畿大学総合社会学部教授)
内容　基調講演とパネルディスカッション
定員　130人(先着順)
問合せ先　社会教育課文化財保存活用室
　　　　　☎072ー433ー7126、ID：35919

貝塚市文化財保存活用地域計画
認定記念シンポジウム

ホームページ

ホームページ

市街化調整区域での
　　開発許可の権限移譲

　市では、都市計画道路泉州山手線の令和11年度
中の供用を府に要望しており、今後それを見据え
た沿道での土地利用を進めていく必要があります。
　市街化調整区域については、区域面積にかかわ
らず、建築物の新築などが制限されており、許可
不要とされている建築行為を除き、許可がなけれ
ば建築行為を行うことはできません。
　この度、４月から、これまで大阪府で行ってい
る市街化調整区域での開発許可などの事務につい
て、適正かつ迅速に対応するため、権限の移譲を
受け、本市が事務を行うことになり
ました。
　なお、建物の建築など建築基準法
関係の手続きは引き続き大阪府で行
います。
問合せ先　まちづくり課
　　　　　 ☎072－433－7211


